
『船形地区学校のあり方を考える会』における「保護者委員」の意見結果  

及び地区保護者等との意見交換状況について  

 

（「船形地区学校のあり方を考える会」について）  

 

 

 

 

 

（協議内容）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（協議経過）  

日  付  内  容  

令和 4 年 7 月 5 日  保護者・地区説明会（基本指針説明、地区協議方法に関する意見交換）  

令和 4 年 10 月 28 日  「学校のあり方を考える会」第１回会議  

（組織規約の決定、意見集約化の手法検討）  

令和 4 年 12 月 9 日  「学校のあり方を考える会」第２回会議  

（学校規模に関するメリット・デメリット／論点整理など）  

各保護者委員が“保護者として考える望ましい学校規模について”検討する期間  

令和 5 年 1 月 27 日  「学校のあり方を考える会」第３回会議  

（保護者委員／意見交換～意見集約化）  

令和 5 年 2 月 14 日  保護者説明会（案内通知発送／（現）小学校・未就学児保護者）  

令和 5 年 2 月 28 日  保護者説明会（ＰＴＡ役員会へ周知依頼）  

令和 5 年 3 月 17 日  保護者説明会（～令和５年４月 10 日まで意見聴取期間）  

令和 5 年 5 月 19 日  「学校のあり方を考える会」第４回会議  

（意見聴取結果を含め、保護者委員の意見決定）  

令和 5 年 5 月 24 日  保護者通知（保護者委員の決定意見を小学校・未就学児保護者に周知）  

令和 5 年 6 月 9 日  船形地区（区長会）にて保護者意見の説明  

令和 5 年 6 月 15 日  船形地区（地区住民への回覧／保護者委員の決定意見）  

 

 

□  保護者として考える望ましい学校規模について  

✓  複式学級の学校規模でも良いので、地域に学校を残して欲しい。  

✓  １学年単学級での教育環境を望む。  

［市が示す最低限の学校規模（１学年 15 人，小学校全体 90 人）以上］  

✓  クラス替えが可能となる学校規模での教育環境を望む。  

■  委員  １０名（小学校保護者３名・未就学児保護者３名・地区代表４名）  

■  検討過程  令和４年１０月～令和５年５月  



（協議結果／保護者委員意見）  

結  論  

小学校・中学校共に、クラス替えが可能となる学校規模での学校再編を望む  

理  由  

●  一定規模での集団生活を送ることで、多くの友人と様々な経験をさせてあげたい。（人間関係の

固定化回避）  

●  より多くの人間関係を、子供自身が選択して構築することが可能となる。また、人間関係に配慮

が必要な場合にも対応可能となるため。  

各委員の意見（クラス替え可能な学校規模を望む意見）  

【小学校のあり方に関する事項】  

○  少しでも多くの友人と色々な経験をさせてあげたい。【多数意見】  

○  極端な男女比の偏りが発生する可能性があり、その状態で６年間を過ごすことが、子供にとって

良いとは思えない。  

○  子供同士の関係性がこじれてしまい、どうしても修復が不可能となるような状態の場合、クラス

替えという方法を取れなく卒業まで一緒にいなければならないのは、子供にとってかわいそう。  

○  船形こども園の保護者の中でも、船形小学校の小規模化を懸念している声があり、現に船形小で

はなく那古小へ入学させようといった話も出ている状態であり、これらの推計値よりも更に小規

模化が早まる懸念がある。  船形地区の子供達だけでの学校運営は、既に現実的ではない。  

○  子供同士だけでなく、子供と教員の人間関係に配慮した学級編制が可能となることが魅力  

○  学校規模が大きくなれば、ＰＴＡ役員など保護者の負担軽減にも繋がる。  

○  学校規模に関するメリット・デメリットを踏まえ、複合的に考えるとクラス替えが可能な規模

が、子供たちにとって一番良いと思った。  

○  昔を思い出すと、単純にクラス替えが楽しかったしワクワクした。それを子供たちに経験させて

あげたい。  

○  ６年間同じメンバーでは、固定化された人間関係となってしまう。  

○  富津市の統合事例における子供の感想でもあったように、様々なグループ編制が可能となるこ

と、大人になっても社会で必要とされる集団行動を学ばせる（身につけさせる機会を与える）こ

とが出来る。  

○  人口規模の多い自治体の学校で出来ていることを、学校規模が小さく子供の人数が少ないとい

う理由で経験させてあげられないのは、避けるべき。  

○  規模が大きければ、子供が自ら選べる環境を与えてあげられる。  

○  自分は、中学校で初めてクラス替えを経験したが、一言で言えば感動した。  

○  国が示す標準規模（２～３クラス）にこだわらず、子供の可能性を広げるためには、より大きな

規模での再編でも良い。  

○  学年、３クラスぐらいがちょうど良い規模だと思う。卒業しても同級生全員の顔と名前を忘れな

いぐらいが良い。  

○  これから（子供がもっと減る）を考えると、小さな学校再編ではなく、ある程度の規模感を持っ

て再編した方が良い。  

 



【中学校のあり方に関する事項】  

○  部活の選択肢が少なすぎ規模も小さい。よって学校再編すべき。【多数意見】  

○  理由は小学校と同じ。より多くの友人と様々な経験を積ませるためにも学校再編すべき。  

【多数意見】  

○  市内に中学校１校となると、子供の逃げ道が無くなるのが懸念されるが、それらをカバーできる

環境を整えられれば、保護者も安心するので市内に中学校１校で良いと思う。  

（登校時間帯・学校内での場所を確保するなど）  

各委員の意見（複式学級の学校規模でも良いので地域に学校を残して欲しい）  

○  希望する意見なし。  

 


